
入
れ
再
開
を
し
て
い
な
い
日
本

は
取
り
残
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の

客
層
が
世
界
各
地
の
競
合
目
的

地
に
流
れ
て
い
る
現
状
が
あ

る
。
国
際
ク
ル
ー
ズ
船
の
再
開

は
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て
い
る

地
域
経
済
や
観
光
産
業
の
回
復

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
で
き
、
さ
ら
に
国
際
交
流

都
市
を
標
榜
す
る
本
市
に
お
い

て
今
後
の
地
域
の
発
展
に
は
欠

か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
 

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
政
府

に
お
い
て
は
国
際
ク
ル
ー
ズ
船

受
け
入
れ
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
早
急
な
策
定
と
早
期
の

水
際
対
策
の
緩
和
措
置
を
求
め

る
。

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、 

国
土
交
通
大
臣
、 

厚
生
労
働

大
臣
、
沖
縄
北
方
対
策
担
当
大
臣

〇
要
請

　

沖
縄
県
関
係
国
会
議
員

（
結
果
）
全
開
一
致
で
可
決

要
旨

　

今
年
8
月
2
日
、
ア
メ
リ
カ

の
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
に
よ
る
ア

ジ
ア
歴
訪
の
一
環
と
し
て
の
台

湾
訪
問
に
中
国
が
反
発
し
台
湾

周
辺
で
大
規
模
な
軍
事
演
習
を

行
い
、
発
射
さ
れ
た
ミ
サ
イ
ル

の
う
ち
一
発
が
波
照
間
島
近
海

の
日
本
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
内
に
着
弾
し

た
こ
と
は
八
重
山
郡
民
を
始
め

日
本
中
に
衝
撃
を
与
え
た
。

　

平
和
を
望
ま
な
い
人
は
い
な

い
。
戦
争
は
多
く
の
人
々
の
苦

し
み
悲
し
み
憎
し
み
を
生
む
だ

け
で
あ
る
。
戦
争
が
起
き
な
い

よ
う
平
和
へ
の
思
想
、
生
命
尊

厳
の
思
想
が
必
要
で
あ
り
、
石

垣
市
に
は
「
世
界
平
和
の
鐘
」

が
存
在
し
「
非
核
平
和
都
市
」「
核

廃
絶
平
和
都
市
」
を
宣
言
し
て

い
る
。
そ
の
意
義
を
世
界
に
向

け
常
に
発
信
し
続
け
る
使
命
が

こ
の
島
に
は
あ
る
と
考
え
る
。

よ
っ
て
石
垣
市
議
会
は
「
平
和

発
信
の
島
」
、
「
平
和
を
希
求
す

る
島
」
と
の
決
意
の
も
と
以
下
、

決
議
す
る
。

　
　
　
　
　

記

一
、
私
た
ち
は
、
市
民
の
命
と

暮
ら
し
と
未
来
を
守
る
た
め
、

世
界
に
向
け
「
平
和
の
島
、
石

垣
島
」
を
発
信
し
続
け
る
。

一
、
私
た
ち
は
、
八
重
山
諸
島

に
脅
威
を
及
ぼ
す
台
湾
海
峡
及

び
、
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お
け
る

戦
争
、
そ
し
て
世
界
の
全
て
の

戦
争
に
反
対
す
る
。

一
、
私
た
ち
は
、
世
界
へ
「
世

界
平
和
の
鐘
」
、
「
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
、
「
核
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
」
の
意
義
を
伝
え
、
世
界

に
誇
れ
る
平
和
発
信
の
島
を
築

く
た
め
邁
進
す
る
。

要
旨

　

当
市
行
政
区
域
で
日
本
の
領

海
で
あ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域

で
漁
労
し
て
い
た
八
重
山
漁
協

所
属
の
漁
船
に
威
嚇
し
な
が
ら

接
近
し
た
中
国
の
公
船

(

海
警

局
所
属
の
艦
艇)
が
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ
で

あ
る
石
垣
島
の
近
海
ま
で
追
尾

し
た
こ
と
が
10
月
1
日
、
明
ら

か
と
な
っ
た
。
当
該
漁
船
は
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
で
漁
労
す
る

た
め
9
月
30
日
午
後
、
石
垣
市

の
登
野
城
漁
港
を
出
港
し
、
1

日
午
前
、
尖
閣
諸
島
南
小
島
周

辺
海
域
に
到
着
し
た
が
、
中
国

の
艦
艇
は
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域

に
到
着
す
る
前
か
ら
当
該
漁
船

を
追
尾
し
、
操
業
中
も
常
に
漁

船
を
威
嚇
す
る
よ
う
に
接
近
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
中
国
艦
艇
の
行

動
に
対
し
て
日
本
政
府
は
、
主

権
の
侵
害
で
あ
る
と
し
て
中
国

政
府
に
対
し
て
厳
重
な
抗
議
を

行
っ
た
が
、
中
国
は
尖
閣
諸
島

周
辺
海
域
を
自
ら
の
領
海
と
主

張
し
、
日
本
の
漁
船
が
違
法
操

業
し
た
と
、
法
の
執
行
権
を
主

張
し
て
い
る
。
日
本
の
領
海
内

で
中
国
の
艦
艇
が
領
海
侵
犯
及

び
威
嚇
に
よ
る
漁
船
の
追
尾
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
が
実
態
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
日
本
政
府
に
対
し

て
毅
然
と
し
た
対
応
で
中
国
艦

艇
の
排
除
を
求
め
る
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

〇
提
出
先
宛
先　

沖
縄
県
知
事

〇
要
請　

沖
縄
県
議
会
議
長
、
地
元

　

出
身
県
議
会
議
員

提
出
者　

仲
間　

均

〇
提
出
先

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長

官
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣
、
国

土
交
通
大
臣
、
海
上
保
安
庁
長
官

〇
要
請　

沖
縄
県
選
出
国
会
議
員

　

提
出
者　

友
寄　

永
三

要
旨　

　

令
和
４
年
10
月
12
日
の
沖
縄

県
議
会
に
お
い
て
、
病
院
事
業

局
の
局
長
が
旧
八
重
山
病
院
跡

地
を
職
員
住
宅
に
し
た
い
と
い

う
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。
大

規
模
な
医
療
施
設
は
、
借
り
上

げ
も
厳
し
く
適
正
な
場
所
を
見

つ
け
る
の
は
非
常
に
困
難
な
こ

と
で
あ
る
事
を
考
え
れ
ば
医
療

機
関
に
こ
そ
必
要
な
場
所
だ
と

考
え
ま
す
。
「
八
重
山
の
医
療

を
守
る
郡
民
の
会
」
も
旧
八
重

山
病
院
跡
地
は
、
医
療
施
設
建

設
地
と
し
て
適
地
で
あ
る
と
し

て
お
り
、
当
市
議
会
も
令
和
元

年
９
月
17
日
に
「
旧
県
立
八
重

山
病
院
跡
地
に
医
療
機
関
開
設

を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
要

請
し
て
お
り
ま
す
。　

　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
旧
県
立

八
重
山
病
院
の
跡
地
に
は
医
療

機
関
の
配
置
が
バ
ラ
ン
ス
と
し

て
最
善
策
で
あ
る
と
し
１
日
も

早
い
実
現
が
叶
う
よ
う
関
係
当

局
の
理
解
と
、
取
り
組
み
を
強

く
求
め
ま
す
。

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

提
出
者　

石
垣　

達
也

石
垣
市
不
戦
と
平
和
を

希
求
す
る
決
議

石
垣
市
不
戦
と
平
和
を

希
求
す
る
決
議

中
国
公
船(

艦
艇)

に
よ
る
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
へ
の
領
海
侵

犯
行
為
及
び
石
垣
島
近
海
ま
で

の
追
尾
に
対
し
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
る
意
見
書

中
国
公
船(

艦
艇)

に
よ
る
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
へ
の
領
海
侵

犯
行
為
及
び
石
垣
島
近
海
ま
で

の
追
尾
に
対
し
毅
然
と
し
た
対

応
を
求
め
る
意
見
書

旧
県
立
八
重
山
病
院
跡
地
を
医

療
機
関
へ
の
提
供
（
売
買
あ
る

い
は
賃
貸
）
を
求
め
る
意
見
書

旧
県
立
八
重
山
病
院
跡
地
を
医

療
機
関
へ
の
提
供
（
売
買
あ
る

い
は
賃
貸
）
を
求
め
る
意
見
書
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